
大回転 B　
【年長男子】鎌田　宇朗　【小学 1 年男子】大屋

敷　舟　【小学 2 年男子】鎌田　匠人　【小学 2
年女子】阿部　菜月　【小学 3 年男子】田口　

世羅　【小学 3 年女子】吉田　怜

大回転 A　
【小学 4 年男子】田口　慧　【小学 4 年女子】
日高　野々子　【小学 5 年男子】能味　淑人　

【小学 6 年男子】横田　秀太　【中学男子】須田

忠厚　【中学女子】阿部　真理

大回転
【一般男子 B】田口　信　【一般女子 B】田口　

綾子　【一般男子 C】高田　京助

クロスカントリー
【小学 1 年男子】鈴木　勇太郎　【小学 2 年男

子】高橋　颯人　【小学 2 年女子】藤本　彩愛

【小学 3 年男子】佐藤　光哉　【小学 3 年女子】
戸澤　千華　【小学 4 年男子】樋口　優輝　【小
学 4 年女子】熊谷　瞳瑠　【小学 5 年男子】門

脇　匠　【小学 6 年男子】大石　柊斗　【小学 6
年女子】樋口　香純　【中学男子】若松　龍貴

【中学女子】阿部　瑞姫　【一般男子 A】佐々木

徹　【一般男子 C】村上　龍弘

　

クロスカントリーリレー　
【小学男子】太田　光紀・永山　敦也・後藤　

太一　【小学女子】白石　巳沙希・大石　弘美・

高田　あみ・熊谷　瞳瑠　【中学男子】若松　

龍貴・小林　響平・浅利　海志・阿部　浩之　

【ファミリー】阿部　瑞姫・阿部　大樹・押川

清奈・村上　龍弘

第 7 回
仙北市民スキー大会
　2 月 11 日に、たざわ湖スキー場と田沢湖スポー
ツセンタークロスカントリーコースで開催され
た、第 7 回仙北市民スキー大会の優勝者を紹介し
ます。（敬称略）

スポーツトピックス

3月24日

●会場／わらび劇場（たざわこ芸術村）

●入場料／一般：2,000 円
　高校生以下：無料（入場無料券が必要です。取り扱
　いは仙北市民会館のみです）

【チケット取扱】
仙北市民会館・わらび劇場・ブックイン 105・写真の
店ぽぽ（ワンダーモール内）・ローソンチケット（L コー
ド：25434）・チケットぴあ（P コード：164-299）

開場　12：00
開演　13：00

采風樂坊（民族音楽＆インストゥルメンタル）

和力～ DUO ～（津軽三味線・篠笛）

コレンテ（ピアノトリオ）

フリーバーズ（ギターデュオ）

台湾の采風樂坊と日本の楽器、
　それぞれの音色と
　　コラボレーションを
　　　　ぜひご堪能ください。

主催／第 29 回たざわこ音楽祭実行委員会
共催／仙北市
特別協賛／秋田県・台北駐日経済文化代表處
問合せ／第 29 回たざわこ音楽祭実行委員会（仙北市民会館内）

43-3143

第29回

たざわこ音楽祭
～台湾・秋田県・仙北市文化交流記念公演～

土

　

３
月
末
日
を
も
っ
て
羽
後
交
通
桧

木
内
線
お
よ
び
岡
崎
院
内
線
が
廃
止

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
４
月
１
日
か

ら
西
木
北
部
、
西
木
南
部
お
よ
び
神

代
地
区
で
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
が
運
行
予
定
で
す
。

　

事
業
内
容
と
利
用
方
法
を
掲
載
し

た
『
ご
利
用
ガ
イ
ド
』
は
、
３
地
区

の
全
戸
に
配
布
し
ま
す
が
、
地
区
外

で
必
要
な
方
に
は
市
役
所
各
庁
舎
・

出
張
所
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
る
ほ

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
市
民
情
報
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
説
明
会
を
下
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
交
通
手
段
が
無
く
、
ご
来
場
が
困

難
な
方
は
、
23
日
（
金
）
ま
で
に
市

企
画
振
興
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば

送
迎
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
企
画
振
興
課

　

（
43
）
１
１
１
２

 デマンド地区  利用者説明会

 神代
 （岡崎院内線廃止区域）

3 月 25 日
（日）

10：00　岡崎生活総合センター
13：00　大船東田担手センター
18：00　就業改善センター

西木北部・ 西木南部
（桧木内線廃止区域）

3 月 26 日
（月）

10：00　紙風船館
13：00　久保生活改善センター
15：00　桧木内地区公民館

3 月 27 日
（火）

10：00　かたくり館
13：00　東前郷生活総合センター
15：00　西木公民館

デマンド型（予約制）乗合タクシー利用説明会  開催
INFORMATION

　戦後の復興期から今日まで
半世紀以上にわたり、地域の
発展を支えてきた羽後交通バ
スの上記２路線が 3 月末日で
廃止となります。
　長年の運行に感謝し、「あり
がとうセレモニー」を次によ
り行いますので、ご近所お誘
い合わせのうえお集まりくだ
さい。
● 3 月 31 日（土）
　16：18　上鎌川停留所　
　16：39　西木公民館停留所
※運行途中、5 分程度停車し、
感謝の花束贈呈と記念撮影を
行います。
●問合せ／企画振興課

　 （43）1112

ありがとう
羽後交通「桧木内線」

「岡崎院内線」セレモニー
のお知らせ

西
木
北
部
・
南
部
、
神
代
地
区
デ
マ
ン
ド
型
（
予
約
制
）
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

市
議
会
が
開
会
中
で
す
。
こ
れ
ま
で
市

民
の
皆
さ
ん
、
農
業
委
員
会
の
皆
さ
ん
、

若
手
の
市
職
員
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の

方
々
か
ら
傍
聴
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
初
め
て
、
議
会
で
は
一
般
質

問
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
行
い
ま
し

た
。
角
館
地
域
運
営
体
で
は
、
運
営
体
が

開
設
し
た
事
務
所
に
多
く
の
方
々
が
集
い
、

議
論
の
経
過
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
お
聞
き

し
ま
す
。
通
信
環
境
の
関
係
で
、
映
像
や

音
声
が
途
絶
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
も

の
の
、
少
し
ず
つ
で
す
が
充
実
し
て
き
ま

し
た
。

　

で
も
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。
お
宅
の
テ
レ

ビ
か
ら
仙
北
市
内
の
ニ
ュ
ー
ス
を
随
時
流

せ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
進
化
を
夢
見
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
ハ
イ
テ
ク
は
停
電
で
無

力
と
化
し
ま
す
。
や
は
り
確
実
な
の
は
口

伝
え
。
そ
こ
で
休
止
し
て
い
た
行
政
連
絡

員
制
度
を
見
直
し
、
新
ス
タ
イ
ル
で
再
出

発
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

情
報
の
受
信
・
発
信
能
力
は
、
自
治
体

の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
要

因
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
生
命
に
関
わ
る
場
面
だ
っ

て
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
が
発
災
後
、

６
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
町
を
襲
う
こ
と
を

防
災
無
線
で
発
信
し
続
け
た
遠
藤
未
希
さ

ん
（
南
三
陸
町
役
場
職
員
）
は
、
自
身
が

津
波
に
の
み
込
ま
れ
る
ま
で
町
民
を
避
難

誘
導
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
で
起

き
た
事
故
の
深
刻
さ
を
発
信
し
な
か
っ
た

東
京
電
力
。
そ
の
危
う
い
状
況
を
受
信
で

き
な
か
っ
た
政
府
…
。

　

こ
ん
な
対
応
の
数
日
間
が
、
そ
の
後
の

復
興
ス
ピ
ー
ド
を
大
き
く
減
速
し
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
で
が
れ
き

（
不
燃
物
系
に
限
る
）
の
受
入
れ
を
検
討
し

た
会
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
国
も
県
も
信

用
で
き
な
い
。
放
射
線
の
測
定
方
法
、
そ

の
数
値
も
で
た
ら
め
だ
」
と
の
指
摘
は
、

東
京
電
力
と
政
府
の
体
質
に
憤
慨
し
た
、

国
民
の
偽
ら
ざ
る
声
で
す
。

　

少
な
く
と
も
仙
北
市
は
、
知
り
得
た
情

報
が
、
例
え
不
都
合
な
現
実
で
あ
っ
て
も
、

市
民
に
発
信
を
躊
躇
し
な
い
、
そ
ん
な
正

直
な
自
治
体
で
あ
り
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

「
伝
え
た
い
こ
と
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記
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